
 

「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」
二
百
号

達
成 

皆
さ
ん
の
励
ま
し
で
十
六
年
七

か
月
、
発
行
し
続
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

 

発
行
の
経
緯
は
平
成
十
三
年
、
石
川
県

輪
島
市
の
第
七
回
全
国
棚
田(

千
枚
田)

サ

ミ
ッ
ト
に
於
い
て
「
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば

ん
」
の
高
橋
久
代(

棚
田
学
会
事
務
局)

さ

ん
か
ら=

四
谷
の
千
枚
田
も
サ
ミ
ッ
ト
を

や
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
よ
、
当
然
で
し
ょ=

と
お
声
が
か
か
り
、
半
ば
強
引
に
高
橋
庄

一
会
長
、
鳳
来
町
役
場
筒
井
農
政
係
長
さ

ん
共
々
棚
田
連
絡
協
議
会
長
を
紹
介
さ

れ
、
平
成
十
七
年
第
十
一
回
全
国
棚
田(

千

枚
田)

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
至
っ
た
。 

 

サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
手
を
挙
げ
た
「
四
谷

の
千
枚
田
」
、
当
時
の
下
江
町
長
さ
ん
の

大
き
な
理
解
か
ら
保
存
会
、
地
域
の
有
志

は
千
葉
県
の
大
山
千
枚
田
、
岐
阜
県
坂
折

棚
田
、
佐
賀
県
蕨
野
の
棚
田
等
々
に
大
挙

押
し
か
け
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
「
四
谷
の
千

枚
田
」
を
猛
ア
ピ
ー
ル
。
特
に
サ
ミ
ッ
ト

開
催
翌
年
の
宮
崎
県
日
南
市
で
は
高
速

道
事
故
渋
滞
、
中
部
空
港
で
は
我
々
を
取

り
残
し
て
飛
び
立
っ
て
行
く
機
影
に
戸

惑
っ
た
な
ど
、
懐
か
し
い
思
い
出
が
残
る
。 

 

平
成
十
五

年
、
サ
ミ
ッ
ト

も
ほ
ぼ
決
定
。

以
来
、
棚
田
研

究
の
第
一
人

者
中
島
峰
広
先
生
、
棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

高
野
光
世
さ
ん
、
ふ
る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん

脚
本
・
演
出
家
の
石
塚
克
彦
さ
ん
な
ど
サ

ミ
ッ
ト
に
関
係
す
る
大
勢
の
方
々
が
訪

れ
た
。
そ
ん
な
中
、
高
橋
久
代
さ
ん
を
案

内
、
何
か
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
さ
な
け
れ

ば
と
語
り
合
い
地
域
の
情
報
誌
「
四
谷
の

千
枚
田
だ
よ
り
」
の
発
行
を
思
い
立
っ
た
。 

 
発
行
は(

舜)

が
四
谷
の
千
枚
田
を
地
域

の
宝
と
し
て
保
存
活
動
を
誓
っ
た
平
成

三
年
九
月
二
十
三
日
の
誕
生
日
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
五
年
の
九
月
を
第

一
号
と
し
て
発
行
。
海
老
地
区
全
戸
配
布
、

ま
た
新
城
市
のH

P

で
も
発
信
。
愛
知
県

ふ
る
さ
と
水
と
土
指
導
員
の
活
動
支
援

を
受
け
、
愛
知
県
新
城
設
楽
農
林
水
産
事

務
所
建
設
課
で
印
刷
等
の
協
力
を
戴
い

て
い
る
。
当
初
は
サ
ミ
ッ
ト
ま
で
続
け
よ

う
と
思
っ
た
り
し
て
み
た
が
、
地
域
の
皆

ん
な
か
ら
「
面
白
か
っ
た
ゾ
ン…

楽
し
み

に
し
と
る
で
ぃ
や
あ
～
」
な
ど
と
言
わ
れ
、

お
だ
て
に
乗
っ
て
未
だ
書
き
続
け
て
い

る
。
継
続
は
力
な
り…

書
き
続
け
て
い
る

う
ち
に
、
「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」
が

各
方
面
に
話
題
に
も
な
り
、
地
域
の
宝
と

し
て
の
補
助
的
役
割
を
徐
々
に
担
う
ま

で
に
至
っ
た
。
例
え
ば
、
「
あ
い
ち
森
と

緑
づ
く
り
」
の
事
業
採
択
、
モ
リ
ア
オ
ガ

エ
ル
の
自
然
再
生
か
ら
イ
ギ
リ
ス
Ｂ
Ｂ

Ｃ
の
長
期
取
材
・
世
界
放
映
、
「
田
園
自

然
再
生
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
」
農
林
大
臣
賞

受
賞
、
「
生
物
多
様
性
国
際
会
議
」
招
致

貢
献
、
最
近
で
は
道
徳
読
本
の
教
科
書
。

昨
年
末
に
は
長
年
培
っ
た
出
来
事
を
纏

め
、
「
第
六
回
デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村

(

む
ら)

の
宝
」
に
応
募
し
た
結
果
、
ま
さ

に
地
域
の
宝
と
し
て
活
動
三
十
年
、
そ
の

時
に
、
選
定
・
受
賞
。
お
か
げ
で
首
相
官

邸
で
安
倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
、
菅
義
偉

内
閣
官
房
長
官
、
北
村
誠
吾
内
閣
府
特
命

大
臣
、
江
藤
拓
農
林
水
産
大
臣
と
も
お
会

い
、
お
話
す
る
栄
誉
を
得
た
。
こ
れ
も
、

長
き
に
わ
た
り
発
信
し
続
け
て
き
た
「
四

谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」
や
地
域
住
民
と
も

ど
も
守
り
通
し
て
い
る
「
四
谷
の
千
枚
田
」

の
お
か
げ
と
思
い
、
継
続
意
欲
が
沸
い
て

い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
四
月
一
日
付

け
で
「
内
閣
府
地
域
活
性
化
伝
道
師
」
の

登
録
・
任
命
も
継
続
は
力
な
り…

の
お
駄

賃
と
あ
り
が
た
く
お
受
け
、
も
う
少
し
頑

張
る
所
存
で
あ
る
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 
 

 

 第 200号  



 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

 
終
息
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
増
加
で
世
界
中
が
恐
慌
状

況
に
陥
っ
て
い
る
。
国
も
県
も
市
も
不
要

不
急
の
外
出
自
粛
な
ど
の
呼
び
か
け
、
経

済
状
況
の
悪
化
ま
で
招
い
て
い
る
。 

 

千
枚
田
関
係
の
行
事
で
も
中
止
は
「
パ

ワ
ー
ト
レ
イ
ル
、
横
浜
ゴ
ム
新
入
幹
部
研

修
、
地
元
鳳
来
寺
小
学
校
、
豊
橋
調
理
製

菓
専
門
学
校
、
新
城
高
校
の
田
植
え
、
奥

三
河
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
。 

ま
た
、
新
城
市
の
関
係
す
る
観
察
会
等

の
行
事
は
七
月
一
杯
は
中
止
、
長
篠
合
戦

の
ぼ
り
ま
つ
り
は
イ
ベ
ン
ト
・
物
産
展
は

中
止
し
、
戦
没
者
慰
霊
法
要
の
み
行
う
方

向
で
あ
り
、
祀
り
に
奉
納
す
る
タ
ニ
シ
の

確
保
は
依
頼
さ
れ
て
い
る
。 

四
月
二
十
四
日
、
新
城
市
は
観
光
地
な

ど
人
の
出
入
り
の
多
い
場
所
に
立
入
自

粛
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
。 

(

啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
四
谷
の
千
枚
田) 

 

い
ず
れ
に
し
て
も
先
の
見
え
な
い
悪

玉
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
一
日
も

早
い
終
息
は
、
誰
し
も
待
ち
望
ん
で
い
る
。 

保
存
会
総
会 

 

例
年
、
こ
の
時
期
に
鞍
掛
山
麓
千
枚
田

保
存
会
総
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
本
年

四
月
十
六
日
政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
対
応
す
る
緊
急
事
態

宣
言
の
対
象
地
域
を
全
都
道
府
県
に
拡

大
し
た
。
愛
知
県
は
そ
の
中
で
も
「
特
定

警
戒
」
区
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
新
城

市
に
お
い
て
も
、
市
長
は
可
能
な
限
り
人

と
の
接
触
機
会
を
減
ら
す
自
粛
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
市
民
に
通
達
し
た
。
こ
の
状
況
か

ら
保
存
会
に
お
い
て
も
「
三
つ
の
密(

密

閉
・
密
集
・
密
接)

を
考
慮
、
通
常
総
会
は

保
存
会
会
員
に
総
会
資
料
を
送
付
、
資
料

を
確
認
い
た
だ
き
、
同
封
の
返
信
ハ
ガ
キ

の
書
面
決
議
に
記
入
の
う
え
、
令
和
二
年

四
月
三
十
日
必
須
で
事
務
局
に
提
出
と

し
た
。 

コ
ラ
ム 

 

 
日
本
三
大
石
積
の
一
つ
、
「
四
谷
の
千

枚
田
」
は
斜
度
六
分
の
一
の
急
傾
斜
地
に

一
枚
の
平
均
面
積
が
一
㌃
に
も
満
た
な

い
小
さ
な
田
ん
ぼ
を
精
魂
耕
し
て
い
る
。 

今
、
こ
の
ご
時
世
に
「
こ
ん
ね
に
難
儀

し
て
、
何
で
作
っ
と
る
だ
ん…

米
な
ん
か

買
や
ぁ
あ
い
い
だ
に
、
安
い
も
ん
だ
ぞ
ん

…

」
等
々
の
話
は
よ
く
聞
く
。 

耕
作
者
は
「
親
が
残
し
て
く
れ
た
も
ん

で
の
ん
」
と
か
「
こ
こ
を
荒
ら
し
て
み
り

ん
、
ふ
る
さ
と
が
無
く
な
っ
ち
ゃ
う
じ
ゃ

ん
」
と
、
今
日
も
、
愛
お
し
い
「
よ
た
く

れ
田
ん
ぼ
」
に
「
馬
鹿
じ
ゃ
あ
で
き
ん
ぞ

ん
」、「
バ
カ
に
な
ら
に
ゃ
あ…

」
と
、
あ

あ
だ
こ
う
だ
知
恵
を
絞
り
な
が
ら
耕
す

棚
田
に
、
お
か
げ
で
元
気
を
貰
っ
て
い
る
。 

   

行 
 

令

和

二

年

五

月

一

日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 

予告 

お田植感謝の夕べ 
～みんなで灯そう千枚田～ 

開催日 令和２年 6月５日(土) 

開 演 午後７時  

   午後 4 時からロウソク設置などのお手伝

いをお願いします 

要 項 皆さんの協力金に依存します 

    しし汁・鳥長の皮肝・棚田っ娘の五平餅 

主 催 鞍掛山麓千枚田保存会 

共 催 連谷地区の皆さん＆県ふるさと水指導員 

中 止 の 可 能 性 あ り  

昨年 ５月上旬 


